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事業概要
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事業期間 開始：2022年4月
終了：2028年3月（予定）

研究開発項目 合成燃料製造プロセス開発
合成燃料製造プラント検証

開発目標 パイロットプラントでの液体燃料収率80％の達成

成果・進捗概要 ・合成燃料製造プロセスの基本設計において目標収率達成を確認した。
・高性能かつ高強度を示すFT触媒のラボ試製を完了し、スケールアップ
製造を実施中。
・ベンチプラント建設を完了し、合成粗油の一貫製造と製品化処理、燃
料性状評価を開始した。
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カーボンニュートラル実現に向けたENEOSの取り組み
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＜出典＞ＥＮＥＯＳグループ  第4次中期経営計画  カーボンニュートラル基本計画  2025年度版



カーボンニュートラルエネルギー・燃料について
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・ エネルギー・燃料のトランジションには多くの選択肢がある中で、合成燃料には、
① 既存のインフラ・モビリティを活用可能であること、
② 貯蔵・輸送が容易でエネルギー密度に優れる                     などの特長がある。



本プロジェクトにおける合成燃料製造プロセス・開発範囲

・ 合成燃料を製造する技術として、
① CO2を水素により還元して合成ガスを製造する逆シフト反応
② 合成ガスから合成粗油を製造するFT合成
③ 合成粗油を水素化・異性化分解

 することで各燃料製品にアップグレーディングする一貫製造プロセスを開発する。
・ 社会実装に向け高効率プロセスの構築、実油製造による規格適合・製品設計の検証を行う。
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製品需要に応じた製品生産

5Copyright © ENEOS Corporation  All Rights Reserved.

製品利用
工
程



開発スケジュール
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2025 202720232022 2024 2026 2028 2029

要素技術開発
ラボ

ベンチプラント
実証

1BD＠研究所

パイロットプラント
実証

300BD＠製油所

年度

・ ラボスケールでの要素技術開発と、2段階のプラント実証にて技術確立を目指す計画。 
24年度より、ベンチプラントでの運転実証を開始。

FT触媒開発
・リサイクル技術評価等

プラント
設計

建設 運転実証

プラント設計・建設 運転実証

★
採択

GI基金事業での技術開発



開発項目・進捗状況
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研究開発内容 目標(KPI)・進捗状況

１．合成燃料製造プロセス開発

⓵ 合成燃料製造
  プロセス設計・選定

・合成ガス製造／FT合成／アップグレーディングプロセス設計・選定
→個別の目標性能を満たすプロセスの設計・選定を完了
・合成燃料製造プロセス基本設計(液体燃料収率80%)
→基本設計において液体燃料収率80％達成を確認

② 合成燃料製造
  触媒開発・評価

・高性能FT触媒の開発
→開発触媒のラボ試製品で目標性能を達成
・アップグレーディング運転最適条件抽出、反応予測モデル構築
→触媒・条件を確認し、反応予測Simを構築

③ 合成燃料一貫製造
  運転検証

・ベンチプラント設計・建設完了
→2024年6月に建設を完了
・合成粗油の一貫製造
→2024年9月にFT生成油を確認(1st Drop)
・合成燃料の性状評価
→ベンチプラント生成油を用いたガソリン/Jet/軽油基材の各性状を確認

２．合成燃料製造プラント運転検証

⓵ パイロットプラント
  設計・建設

・液体燃料収率80%を満たすパイロットプラントの設計・建設完了→2026年度

② 合成燃料製造プロセスの
  プラント運転検証

・合成ガス製造工程のパイロットプラント性能実証 →2028年度
・FT合成工程のパイロットプラント性能実証 →2028年度

③ 液体燃料収率、
  合成燃料コスト評価

・液体燃料収率80%の達成 →2028年度
・マテリアル・エネルギーバランス評価、合成燃料コスト評価 →2028年度



合成粗油の一貫製造：ベンチプラントの建設・運転

8Copyright © ENEOS Corporation  All Rights Reserved.

・ 2022年からフィージビリティスタディを開始、10月から基本設計に移行。
・ 2023年の着工後、約1年間でプラント建設を完了し、昨年7月から試運転を開始。

2022年1月 フィージビリティ・スタディ開始

基本設計開始2022年10月

2023年6月 プラント建設開始

試運転開始

2024年6月 プラント建設完了

NEDO GI基金事業に採択

2024年10月

合成粗油の製造確認(1st drop)

2025年3月 大阪・関西万博
での走行実証開始

2024年7月

定格運転開始

1st drop

製品化処理開始

万博シャトルバスへの提供



合成粗油の一貫製造：ベンチプラント完成式典・充填デモ
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（FT合成反応設備）
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・ 2024年9月にプラント完成式典を開催、充填デモを実施。
・ グリーン電力から作った水素とCO2を原料とした合成燃料の一貫製造が可能な
日本初のプラントとして稼働を開始。



プラント稼働状況
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CO転化率, %

FT合成反応温度, ℃

性能目標
(ワンススルー)

FT合成工程における反応温度・転化率の推移

運転時間, h

・ 2024年10月から定格運転を開始し、100％ロードの性能を確認済。
・ 各プロセスの反応温度および転化率などの推移を確認中。



アップグレーディング処理による製品化
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H2,CO

FT-ナフサ, 中質油

FT-WAX

ジェット燃料

軽油

ガソリン

アップグレーディング工程の想定プロセス

製品需要に柔軟に対応できるプロセス設計

目的製品収率を最大化するための
運転条件抽出・予測モデル構築

既存燃料へのドロップイン検討
・燃料規格への適合性確認

主な研究開発要素

・ ジェット燃料、軽油、ガソリンを含む液体燃料製造全域に対応できるプロセスとして
 合成粗油のアップグレーディング工程の設計、収率最大化検討を実施中。
・ ベンチプラント生成油を用いた製品化において製品性状・規格適合性を検証中。



合成燃料を用いた走行実証
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パートナー：西日本ジェイアールバス㈱様
日野自動車㈱様

パートナー：スズキ㈱様、㈱SUBARU様、ダイハツ工業㈱様
トヨタ自動車㈱様、マツダ㈱様

軽油を用いた走行実証
(万博シャトルバスの運行)

ガソリンを用いた走行実証
(万博会場内の来賓・関係者向け車両)

・ ベンチプラントで製造した合成燃料軽油・ガソリンを用いた走行実証を実施中。
・ 大阪・関西万博における会場までのシャトルバス、会場内の車両に合成燃料を充填し
走行中。



開発項目・今後の予定
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研究開発内容 目標(KPI)・進捗状況

１．合成燃料製造プロセス開発

⓵ 合成燃料製造
  プロセス設計・選定

・合成ガス製造／FT合成／アップグレーディングプロセス設計・選定
→個別の目標性能を満たすプロセスの設計・選定を完了
・合成燃料製造プロセス基本設計(液体燃料収率80%)
→基本設計において液体燃料収率80％達成を確認

② 合成燃料製造
  触媒開発・評価

・高性能FT触媒の開発
→開発触媒のラボ試製品で目標性能を達成
・アップグレーディング運転最適条件抽出、反応予測モデル構築
→触媒・条件を確認し、反応予測Simを構築

③ 合成燃料一貫製造
  運転検証

・ベンチプラント設計・建設完了
→2024年6月に建設を完了
・合成粗油の一貫製造
→2024年9月にFT生成油を確認(1st Drop)
・合成燃料の性状評価
→ベンチプラント生成油を用いたガソリン/Jet/軽油基材の各性状を確認

２．合成燃料製造プラント運転検証

⓵ パイロットプラント
  設計・建設

・液体燃料収率80%を満たすパイロットプラントの設計・建設完了
→2026年度

② 合成燃料製造プロセスの
  プラント運転検証

・合成ガス製造工程のパイロットプラント性能実証 →2028年度
・FT合成工程のパイロットプラント性能実証 →2028年度

③ 液体燃料収率、
  合成燃料コスト評価

・液体燃料収率80%の達成 →2028年度
・マテリアル・エネルギーバランス評価、合成燃料コスト評価 →2028年度
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